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(５) Ⅰ、Ⅱ…の見出しは、紹介者が便宜上付加したものである。
(６) BGH StV 2004,484.
(７) 同様の方向を示すものとして、Hans Joachim Hirsch,Untauglicher Versuch und Tat-





よって基礎づけるものとして、Wilhelm Gallas,Zur Struktur des strafrechtlichen Unrechts-
begriffs,Festschrift fu?r Paul Bockelmann (1979),S.155ff.
(10) 通例、?規範のひとり歩き」は処罰拡大の方向で問題とされるが、本文中のウエイターの
事例は処罰縮小方向での「規範のひとり歩き」として興味深い。
(11) 決定規範ないし行為規範に独立の意義を認めるという意味での規範主義と、事実の記述に
還元し得ない法的価値の次元における議論という意味での規範的考慮とは、まったく別個のも
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のである。両者の混同によるのであろうか、日本では、むしろ法益侵害を重視する見解ほど後
者の意味での規範的考慮に対しても否定的な態度をとっている。しかし、法益の選別からして
価値にもとづくことは否定し得ない。そもそも、刑法解釈学におけるあらゆる判断が処罰の正
当性に関する言明を必然的に伴っていることからすれば、法的な価値への言及は避けて通れな
いものといわねばならない。
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